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　本年もよろしくお願いいたします　　　　本年もよろしくお願いいたします　　　
　　潮来市議会議員一同　　　潮来市議会議員一同　

　

市
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
希
望
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
謹

ん
で
市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
潮
来
市
は
昨
年
10
月
18
日
に
、
健
康

都
市
宣
言
「
健
康
都
市
い
た
こ
」
を
行
い
ま
し

た
。
平
成
21
年
に　

田
市
長
が
健
康
を
市
の
最
重

要
テ
ー
マ
と
位
置
づ
け
し
、「
ヘ
ル
シ
ー
ガ
ー
ド

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」、「
市
民
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
体
操

教
室
」、春
秋
の
「
健
康
フ
ェ
ス
タ
」
や
「
特
定
検
診
」

の
潮
来
市
独
自
の
検
査
項
目
の
追
加
な
ど
様
々
な

〝
健
康
〞
に
関
す
る
取
組
み
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
節
目
を
迎
え
た
５
年
目
、
人
生
を
よ
り
多

く
楽
し
む
た
め
に
も
、
よ
り
人
と
し
て
の
尊
厳
さ

を
保
つ
た
め
に
も
、
ま
さ
に
〝
健
康
寿
命
〞
が
大

切
と
考
え
、「
健
康
が
財
産
」
を
合
言
葉
に
、
平
成

26
年
10
月
健
康
都
市
宣
言
が
さ
れ
た
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

平
成
27
年
は
、〝
健
康
都
市
い
た
こ
〞
の
出
発
の

年
で
あ
り
ま
す
。
市
民
一
丸
と
な
っ
て
、「
健
康
が

財
産
」
を
合
言
葉
に
、
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
ま
た
、
潮
来
市
民
の
も
う
一
つ
の
大
き

な
願
い
で
も
あ
り
ま
す
日
の
出
地
区
の
震
災
復
興

が
あ
り
ま
す
。

　

国
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
は
10
年
と
い
う
計

画
で
日
の
出
地
区
の
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

潮
来
市
は
半
分
の
５
年
で
あ
る
〝
平
成
27
年
度
中

に
完
成
〞
し
ま
す
。
震
災
前
よ
り
も
よ
り
安
心
で

よ
り
安
全
に
暮
ら
せ
る
街
の
完
成
に
向
け
、
市
長

を
先
頭
に
潮
来
市
民
が
、今
一
度
「
心
を
ひ
と
つ
に
」

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
踏
ん
張
り
で
す
、
潮
来
市
議
会
も
、〝
市

民
の
健
康
〞
そ
し
て
〝
震
災
復
興
〞
の
た
め
、
全

面
的
に
支
援
・
協
力
し
取
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

今
年
も
市
民
の
信
託
に
応
え
る
議
会
と
し
て
、

引
き
続
き
議
会
運
営
改
革
の
推
進
を
図
り
な
が
ら
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
社
会
福
祉
の
充
実
、

教
育
文
化
の
更
な
る
振
興
な
ど
、
市
民
の
皆
様
の

立
場
に
た
っ
て
大
い
に
議
論
を
し
な
が
ら
、
限
り

あ
る
予
算
を
有
効
に
活
用
し
、
最
大
限
の
効
果
が

得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
市
民
の
皆
様
方
の
一
層
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

後　

藤　

博　

子

 

（
環
境
経
済
建
設
委
員
・
広
報
編
集
副
委
員
長
）

村　

山　

正　

光

 

（
環
境
経
済
建
設
委
員
・
広
報
編
集
委
員
長
）

田　

崎　
　
　

 

清

 

（
環
境
経
済
建
設
副
委
員
長
・
議
会
運
営
副
委
員
長
）

笠　

間　

丈　

夫

 

（
教
育
福
祉
委
員
）

柚　

木　

 　
　

巖

 

（
副
議
長
・
総
務
委
員
）

𠮷　

川　

 　
　

俊

 

（
教
育
福
祉
副
委
員
長
・
議
会
運
営
委
員
・
広
報
編
集
委
員
）

橋　

本　

き
く
い

 

（
総
務
副
委
員
長
・
広
報
編
集
委
員
）

大　

平　

幸　

一

 

（
環
境
経
済
建
設
委
員
）

内　

田　

正　

一

 

（
総
務
委
員
・
広
報
編
集
委
員
）

薄　

井　

征　

記

 

（
環
境
経
済
建
設
委
員
）

今　

泉　

利　

拓

 

（
教
育
福
祉
委
員
長
・
議
会
運
営
委
員
）

小　

沼　

英　

明

 

（
環
境
経
済
建
設
委
員
長
・
議
会
運
営
委
員
）

藤　

崎　

忠　

徳

 

（
教
育
福
祉
委
員
・
広
報
編
集
委
員
）

杉　

本　

俊　

一

 

（
総
務
委
員
長
・
議
会
運
営
委
員
長
）

粟
飯
原　

治　

雄

 

（
総
務
委
員
・
議
会
運
営
委
員
）

　　

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

潮
来
市
議
会
議
長

根　

本　

又　

男



3 平成26年12月定例議会

12月
定定例会例会

　

平
成
26
第
４
回
定
例
会
は
11
月
26
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
専
決
処
分
の
承
認
、

補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
工
事
契
約
、
人
事
案
件
等
の
議
案

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
執
行
部
か
ら
の
議
案
を

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
議
員
か
ら
市
長
不
信
任
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
否

決
し
ま
し
た
。

　

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
は
、５
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

補正予算総額 1億8,700万円を可決

主な歳出予算（一般会計・特別会計）

日の出地区街区道路災害復旧工事 ９, ９００万円

市職員・特別職職員の給料・手当等 １, ９３６万円

市税等還付金・国庫負担償還金等 １, ９９６万円

衆議院議員総選挙費等 １, ３２８万円

鹿嶋市平日夜間小児救急診療所運営負担金 １０７万円

買ってもらえる米づくり条件整備型補助金 １８２万円

幼稚園児就園奨励補助金 ４２１万円

市営住宅修繕費 ２３４万円

延方小学校改造工事設計委託 ２９４万円

津知小学校法面補修工事 ８４７万円

潮来第一中学校音響設備改修工事 ９２万円

起業支援補助金 　９５万円

提 案 さ れ た 主 な 条 例 改 正提 案 さ れ た 主 な 条 例 改 正
◎潮来市職員の給与に関する条例の一部改正
　人事院勧告を踏まえ平成26年度給与の引上げ及び給与制度の総合的見直し等を行うものです。

◎潮来市立幼稚園保育料徴収条例の全部改正
　子ども・子育て支援新制度における幼稚園保育料については、国が定める水準(金額)を限度とし
て市町村が定めることとなるため、保育料を改定するものです。（平成27年４月から）

◎潮来市立幼稚園設置条例の一部改正
　新しい幼稚園保育料の中に入園料も算定してあるため、条例の中の入園料を削除するものです。

◎潮来市国民健康保険条例の一部改正
　健康保険法の改正にあわせて、出産育児一時金の支給額を39万円から40万4千円に変更するもの
です。（平成27年１月から）

区　　分
生活保護法による保
護を受けている世帯

市町村民税の
非 課 税 世 帯

市町村民税所得割額
77,100 円以下

市町村民税所得割の額
　77,101円以上　
　211,200円以下

市町村民税所得割の額
211,201 円以上

月額保育料（１人） 0円 1,000 円 7,000 円 12,000 円 16,000 円
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◎専決処分の承認（工事請負契約金額の変更）
日の出地区内の震災復旧道路下水道工事について、消費税が５％から８％に
なった事に伴う契約額の変更を３月31日付で専決処分したもの

討論の後、賛成多数で承認
○反対討論（薄井議員・吉川議員・今泉議員・藤崎議員）
・６月議会で報告すべきものであり、許されることではない。
・議会への報告が遅れた理由が分からない。
・議会に対しての仕事はしっかりとしてもらいたい。

○賛成討論（後藤議員・粟飯原議員・小沼議員）
・ミスはあってはならないが部長と市長はきちんと謝罪した。
・消費税の変更に係るものだけの内容なので影響はない。
・職員の事務的なミスであり、理由もきちんと説明している。

◎市長に対する不信任決議案を否決
○提案理由の要旨
（発議者・吉川議員　　賛成者・今泉議員・藤崎議員・薄井議員・大平議員・笠間議員）
　市長が専決処分した場合は、地方自治法の規定により、専決処分後の最初の議会におい
て報告しなければならない。ところが、３月31日の専決処分を12月定例会に承認案件とし
て提案されており、市長の重大な法律違反が認められる。また、これまでの専決処分は約
100億円を超え疑念が残る。

討論の後、反対多数で否決
○反対討論（粟飯原議員・後藤議員・村山議員・田崎議員・
　　柚木議員・橋本議員　内田議員・小沼議員・杉本議員）
・議会で承認しており法律違反とするのは権利の乱用である。
・事務的なミスで市長不信任案を出すのは議員の暴挙である。
・この件を市長選挙にからめ政争の具にすることは愚かな事。
・日の出復興のために尽力している職員の士気が下がる。
・市長不信任案を出すことは議会の信用を失う。
・市長不信任は非常に重い。議会解散の覚悟はあるのか。

○賛成討論
　（薄井議員・今泉議員・藤崎議員・大平議員　笠間議員）
・安易に専決処分しており、議会を軽視している。
・不手際、うっかりというのは許されない。
・事前説明が無く、市長は説明責任を果たしていない。

議案に対する賛否の結果議案に対する賛否の結果

議 員 の 賛 否 結 果

賛成９・反対７

議 員 の 賛 否 結 果

賛成７・反対９

後 藤 博 子
村 山 正 光
田 崎 　 清
沼里真一郎
笠 間 丈 夫
柚 木  　巖
𠮷 川  　俊
橋本きくい

後 藤 博 子

村 山 正 光

田 崎 　 清

沼里真一郎

笠 間 丈 夫

柚 木  　巖

𠮷 川  　俊

橋本きくい

大 平 幸 一
内 田 正 一
薄 井 征 記
今 泉 利 拓
小 沼 英 明
藤 崎 忠 徳
杉 本 俊 一
粟飯原治雄

大 平 幸 一

内 田 正 一

薄 井 征 記

今 泉 利 拓

小 沼 英 明

藤 崎 忠 徳

杉 本 俊 一

粟飯原治雄

賛 成
賛 成
賛 成
反 対
反 対
賛 成
反 対
賛 成

反 対

反 対

反 対

賛 成

賛 成

反 対

賛 成

反 対

反 対
賛 成
反 対
反 対
賛 成
反 対
賛 成
賛 成

賛 成

反 対

賛 成

賛 成

反 対

賛 成

反 対

反 対
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公共施設の指定管理者を決定
民間業者等の知識やノウハウを活用し、住民サービスの向上と経費節減を図ります。

公共施設の名称 指定管理者の名称
潮 来 市 立 図 書 館 シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社（調布市）
水郷潮来バスターミナル駐車場 株式会社いたこ（潮来市）
潮 来 市 民 プ ー ル 株式会社全日茨城（つくば市）
潮 来 ヘ ル ス ラ ン ド さ く ら 株式会社ビート（土浦市）
水 郷 ま ち か ど ギ ャ ラ リ ー ＮＰＯ法人 水美研（潮来市）
潮来市心身障害者福祉センター 社会福祉法人 潮来市社会福祉協議会（潮来市）
潮来市老人デイサービスセンター 社会福祉法人 一会会（潮来市）

（平成27年4月1日～平成32年3月31日）

人 事 案 件 の 同 意
◎潮来市監査委員の選任・・・任期満了 (4 年 ) に伴う委員１名の任命に同意

　○出口　正明（日の出・再任）

◎潮来市公文書開示審査会委員の任命・・・任期満了 (2 年 ) に伴う委員５名の任命に同意

　○植崎 明夫（水戸弁護士・再任）  ○前島　操（潮来・再任） 　○久保木 裕（小泉・再任）

　○佐野 憲一（牛堀・新任）　　     ○小林 俊夫（日の出・新任）

　

10　

月

１
日　

市
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　
　
　

議
長

５
日　

潮
来
市
敬
老
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

６
日　

議
会
運
営
委
員
会

８
〜
９
日　

広
報
編
集
委
員
会
視
察
研
修

９
〜
10
日　

歴
史
文
化
推
進
協
議
会
視
察
研
修　

議
長

12
日　

大
生
原
地
区
市
民
運
動
会　
　
　
　

関
係
議
員

12
日　

鹿
行
地
区
消
防
操
法
大
会　
　
　
　
　
　

議
長

12
日　

鹿
嶋
香
取
潮
来
三
市
議
会
情
報
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

15
日　

水
戸
神
栖
・
玉
里
水
戸
線
道
路
同
盟
会　

議
長

18
日　

潮
来
市
青
少
年
の
集
い　
　
　
　
　

関
係
議
員

18
日　

潮
来
市
健
康
都
市
宣
言
・
健
康
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

21
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会　
　
　
　

議
長

22
日　

県
東
市
議
会
議
長
会
定
例
会　
　
　
　
　

議
長

24
日　

国
道
355
号
牛
堀
麻
生
バ
イ
パ
ス
開
通
式　

議
長

24
日　

広
報
編
集
委
員
会

26
日　

各
地
区
市
民
運
動
会　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

26
日　

行
方
地
区
剣
道
祭　

28
日　

議
長
杯
ク
ロ
ッ
ケ
ー
輪
投
げ
大
会　
　
　

議
長

30
日　

県
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

　

11　

月

１
日　

水
郷
支
部
お
も
と
名
作
展　
　
　
　
　
　

議
長

３
日　

潮
来
地
区
市
民
運
動
会　
　
　
　
　

関
係
議
員

５
日　

県
東
市
議
会
議
長
会
各
市
長
要
望　
　
　

議
長

７
日　

潮
来
市
市
民
文
化
祭
開
会
式　
　
　

関
係
議
員

７
日　

議
会
運
営
委
員
会　
　
　

８
日　

潮
来
市
菊
花
展
表
彰
式　
　
　
　
　
　
　

議
長

13
日　

日
の
出
小
学
校
ギ
ネ
ス
に
挑
戦　
　

関
係
議
員

13
日　

総
務
委
員
会
協
議
会

13
日　

環
境
経
済
建
設
委
員
会
協
議
会

14
日　

霞
ケ
浦
問
題
協
議
会
40
周
年
記
念
大
会　

議
長

16
日　

鹿
島
育
成
園
収
穫
祭　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

17
日　

教
育
福
祉
委
員
会
協
議
会

18
日　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
会
長
杯

　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　
　
　
　
　
　

議
長

18
日　

全
員
協
議
会

19
日　

牛
堀
小
学
校
10
周
年
記
念
事
業　
　

関
係
議
員

19
日　

議
会
運
営
委
員
会

22
日　

鹿
行
地
区
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会　

議
長

23
日　

潮
来
市
防
災
訓
練　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

23
日　

国
神
神
社
例
大
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

26
日　

12
月
定
例
会
初
日

30
日　

潮
来
市
男
女
共
同
参
画
記
念
事
業　

関
係
議
員

　

12　

月

２
日　

12
月
定
例
会
２
日
目

３
日　

環
境
経
済
建
設
委
員
会

３
日　

議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　
　
　

議
長

４
日　

教
育
福
祉
委
員
会

４
日　

交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　
　
　
　

議
長

５
日　

浪
逆
鹿
島
神
社
祭
礼　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

８
日　

お
米
ひ
と
粒
万
倍
ま
つ
り　
　
　
　

関
係
議
員

９
日　

12
月
定
例
会
・
一
般
質
問　

 

10
日　

12
月
定
例
会
最
終
日

13
日　

活
躍
す
る
作
家
展　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

15
日　

道
の
駅
い
た
こ
懇
親
会　
　
　
　
　

関
係
議
員

19
日　

年
末
県
下
一
斉
防
犯
活
動　
　
　
　

関
係
議
員

26
日　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
懇
親
会　
　
　

議
長

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き
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一
般
質
問　日の出地区の災害復旧・復興事業が全地区で

進められていますが、現在の進捗状況と今後の

工事計画を伺う。

道路建設課長

　日の出一丁目から八丁目街区の災害復旧工事

は、おおむね完了し現在液状化対策工事を行っている

状況です。

　幹線道路１級12号線、１級14号線については、雨水

排水ボックスカルバートの工事が完了しており、車道

舗装を今年度中に行う予定です。また、避難誘導灯を

設置するための設計を進めており、全ての工事は平成

27年度末の完成予定です。　

上下水道課長

　下水道災害復旧工事は平成２６年度中の完成

予定です。復興事業については、十番排水ポンプ場建

設工事が工程どおり順調に進んでおり平成27年度中の

完成予定という状況です。

　避難誘導灯はどのようなものか伺う。

道路建設課長

　幹線道路の両側歩道100メートルに約３基の

ＬＥＤ照明を設置し、街区道路では、各地区集会所へ

通じる17路線にＬＥＤ照明を設置します。また日の出

小・中学校周辺に太陽光発電によるＬＥＤ照明を11基

設置する計画です。日の出地区では、約450基の照明

が増えます。

　十番排水ポンプ場に設置されるポンプの規

模、またポンプ場建設により、豪雨等による冠

水の被害は解消されるのかどうか伺う。

上下水道課長

　ポンプは合計４台設置します。毎分107.4㎥

で、小学校プールの水を約３分で配水する能力があり

ます。既設のポンプ場と合わせて運転することで、25

年の台風26号の雨量にも対応できる能力があり、日の

出地区の皆様の安心・安全が確保される状況になると

考えます。

　私は日の出地区に住んでおり、地元建設業の

皆様が完成に向け努力されていることがよくわ

かり、子供たちの安全な通学等へも配慮して下さって

います。

　地元の建設業の皆様も十分高い技術力を持っている

と思うが、市の見解を伺う。

　また、液状化対策事業についてはまだまだ成すべき

ことがあると思うがその工程を伺う。

都市計画課長

　街区液状化対策工事は、地表面から３ｍ程に

配水管を埋設する工事で、下水道工事請負実績のある

業者ですので問題ありません。

　工事終了時点で日の出地区の全家屋を調査し、地下

水位を１年かけて地表面から３ｍまで低下させます。

地下水位低下工法の実証実験では家屋に与えるほどの

影響はありませんが、万が一の場合補償対象とするた

めに、さらに１年の間で被害の申し出があった場合に

は家屋を再度調査します。

市長

　日の出地区の皆さんのご理解と工事関係者の

たゆまぬ努力により工事の進捗状況は、むしろ進行が

早まっていると考えています。

　電線の地中化は、電柱や信号機等の倒壊による極め

て危険な状況を回避し、避難誘導灯は国費100％で設

置し財政的にも極めてプラスになるものです。また十

番排水ポンプ場は、強制排水と調整池により豪雨の冠

水を解決でき、液状化対策事業の大きい効果と思います。

　日の出地区の復興は、日本で一番早く完成でき、液

状化被害にあった自治体の中でも模範となる工事を進

めています。震災前よりも安心・安全なまちづくりと

いうのが揺るぎない我々の姿勢です。工事関係者の皆

さんにも暖かいお言葉をかけていただければと思いま

す。平成27年度中の完成を約束させていただきたいと

思います。

Ｑ１． 日の出地区の道路復旧・復興工事と液状化対策について

質問

質問

質問

質問

答

答

答

答

答

答

質問者　後藤　博子 議員
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　柗田市長は、日の出地区の一日でも早い復
旧・復興のために国への要望活動を重ね、復

興交付金等で225億円の交付を受けた。そして、全国

で初となる復興交付金による市街地液状化対策工事

に着手した。これらは、市民や地権者の理解、そし

て、復旧・復興工事関係者の協力のたまものである。

これらの復旧・復興に関する専決処分について、暴

挙とか議会無視といった言葉が議会報告のチラシに

記載されているが、専決処分が暴挙とか議会無視に

なるのかどうか伺う。

人事財政課長

　専決処分は地方自治法において規定され、

特に緊急を要するため議会を招集する時間的余裕が

ないときにできるものです。潮来市においても、同

法に基づき専決処分をさせていただいたところで

す。主に一日も早い復旧・復興のための補正予算を

専決処分したものですのでご理解いただきたいと存

じます。

　　以上です。

　約117億円の専決処分の内容を伺う。

人事財政課長

　復興交付金事業として日の出地区幹線道路

液状化事業、液状化対策計画等で10億86万4,000円、

救助費で被災住宅復興支援事業、利子補給支援でご

ざいますが2,266万円、復興交付金基金積立に106億

7,840万8,000円でございます。

　一部の議員が専決処分のことを暴挙とか議

会無視とかという表現で、議会報告チラシを

市内全戸配付している。それらの専決処分が適正か

どうか伺う。

人事財政課長

　地方自治法に基づきまして、適正に行ってお

ります。

　

日
の
出
地
区
の
復
旧
工
事
及

び
復
興
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
、
国
交
省
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
他
市

の
進
捗
状
況
な
ど
を
伺
う
。

都
市
計
画
課
長

　

日
の
出
地
区
の
液
状
化
対
策

事
業
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
実
施
し
て
お

り
、
国
土
交
通
省
か
ら
も
、
潮
来
市
が
一

番
進
ん
で
い
る
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
液
状
化
対
策
事
業
は
総
額
225
億

円
、
市
の
一
般
会
計
２
年
分
に
相
当
す
る

膨
大
な
事
業
で
す
。
工
事
に
当
た
っ
て

は
、
市
民
と
工
事
関
係
者
の
安
全
、
生
活

第
一
に
考
え
て
実
施
す
る
こ
と
が
最
も
重

要
で
す
。
平
成
27
年
度
中
の
工
事
完
成
を

予
定
し
て
お
り
、
液
状
化
対
策
事
業
を
実

施
す
る
自
治
体
の
中
で
も
最
も
早
く
完
成

す
る
も
の
で
す
。

　

日
の
出
地
区
の

工
事
に
つ
い
て
、

夜
間
に
工
事
を
進
め
る
と

主
張
さ
れ
て
い
る
方
も
い

る
が
、
問
題
な
く
工
事
が

で
き
る
の
か
疑
問
に
思
う

と
こ
ろ
だ
が
、
市
の
考
え

を
伺
う
。都

市
計
画
課
長

　

夜
間
工
事
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
日
中
と
比
べ
は
る
か
に

大
き
な
騒
音
、
振
動
等
感
じ
、
安
眠
妨
害

や
精
神
的
苦
痛
を
招
き
、
健
康
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
後
の
夜
間
工
事
で
は
近
隣
住
民

か
ら
、
す
ぐ
に
工
事
を
や
め
て
ほ
し
い
と

の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
住
民
生
活
を
し

な
が
ら
の
夜
間
工
事
は
、
到
底
進
め
ら
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
復
興
交

付
金
と
の
関
係
で
、
復
興
庁
は
夜
間
工
事

を
認
め
ま
せ
ん
。
夜
間
工
事
は
、
工
事
費

が
昼
間
工
事
と
比
べ
て
約
50
億
円
の
増
と

な
り
、
差
額
は
市
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
長
期
間
の
夜
間
作
業
は
事
故
等

を
誘
発
す
る
お
そ
れ
を
招
き
、
結
局
は
工

事
の
遅
れ
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
夜
間

工
事
は
不
適
切
だ
と
判
断
し
ま
す
。

Ｑ１
． 

日
の
出
地
区
の
復
旧
・
復
興
工
事
に
つ
い
て

質問

質問

質問答

答

答

Ｑ２．復興・復旧に関する専決処分について

答答 質
問

質
問

質問者　田  崎　  清 議員
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社
会
福
祉
協
議
会
が
共
同
募
金
の
収
入
に
よ
る
、
歳
末
慰
問

金
配
布
事
業
、
お
せ
ち
料
理
配
布
事
業
、
お
楽
し
み
遠
足
事
業

に
対
す
る
社
協
の
持
ち
出
し
が
約
２
０
０
万
。
市
内
31
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
市
の
補
助
は
、年
間
わ
ず
か
に
64
万
６
０
０
０
円

で
３
年
間
同
額
。

　

一
般
会
計
で
10
億
２
０
０
０
万
円
の
黒
字
が
出
て
い
る
。
社
会
福
祉

協
議
会
へ
の
補
助
金
を
増
や
し
て
、
福
祉
関
係
の
人
た
ち
が
も
っ
と

も
っ
と
い
き
い
き
と
活
動
で
き
る
よ
う
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

市
民
福
祉
課
長

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
民
間
の
福
祉
の
法
人
で
、
市
と
は
対
等

の
関
係
で
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
補
助
金
は
、
毎
年
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
事
業
計
画
等
を
い
た
だ
き
、
市
の
補
助
金
審
議
会
を
経
て
決
定

し
て
い
ま
す
。
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
へ
は
、
社
協
の
予
算
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
へ
補
助
し
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
理

事
会
や
評
議
会
で
協
議
し
て
い
た
だ
き
、
増
額
が
必
要
な
場
合
は
、
市

と
調
整
し
た
う
え
で
決
定
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

市
と
し
て
も
補
助
金
、
委
託
金
、
支
援
の
あ
り
方
を
協
議
し
ま
し

て
、
地
域
福
祉
政
策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

Ｑ１．潮来市一般会計の黒字決算について
　平成２５年度の潮来市一般会計決算で

１０億２０００万円の黒字が出た。必要なところに

必要な金、生きた金が使われなかったためではないか。

具体例①公園への遊具設置について、

　延方駅のそばに２カ所児童公園がある。６年前程

前、当時の下田区長が「遊具を設置していただきた

い」という要望書を市長に出した。いまだもって１カ

所もブランコも滑り台も設置されていない。金がない

から設置できないと聞いているが、毎年毎年大変な額

の黒字が出ている。金があるのになぜ遊具が設置され

ないのか伺う。

都市計画課長

　平成23年度に宮前第２児童公園にブランコの

設置を予定しましたが、震災により減額補正した状況

です。今後は、現在公園施設の多くが老朽化等によっ

て修繕、撤去等が必要になってくることが想定される

ことから、安全確保を最優先とし、修繕、撤去等の対

応を進めてまいります。日の出地区の復興工事が完了

したときには、必要に応じ遊具の新設についても考え

てまいります。

　具体例②公園内の樹木の伐採について

平成２６年７月、下田区は伝統行事延方相撲の

当番だった。６月に下田区長が、「伸び切った樹木の

上のほうを伐採していただきたい。」と市へ要望した

が、伐採はされなかった。してもらえなかった。延方

相撲の後、「木の葉が落ちるような季節になるから、

せめて道路にはみ出した樹木だけは切ろう。」と要望

したが、業者から「片方だけ切ると、樹木が倒れるか

ら危険です。」と言われた。市の担当者は悩んだ。

やってやりたいけれども金がない。

　金はある。やる姿勢がないということではないか。

市の考えを伺う

道路建設課長

　市では区長さんとも相談をしているところで

す。区長さんとよくご相談しながら伐採については進

めていきたいと考えています。

質問者　今泉　利拓 議員

そ
の
他
の
質
問

　

◎
一
般
会
計
黒
字
と
不
用
額
に
つ
い
て

　

◎
一
般
会
計
黒
字
。
地
方
交
付
税
交
付
へ
の
影
響
に
つ
い
て

　

◎
国
保
特
別
会
計
へ
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て

Ｑ２
．  

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
財
政
支

援
の
強
化
に
つ
い
て

質問

質問

答

答

質
問答
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質問者　大平　幸一 議員

　

潮
来
市
の
１
食
当
た
り
の
給
食
の

塩
分
量
、
ま
た
国
の
１
食
当
た
り
の

塩
分
の
目
標
値
を
伺
う
。

教
育
次
長

　

小
学
１
・
２
年
生
が
約
２
ｇ
、
小

学
３
年
以
上
が
約
２
・
５
ｇ
、
中
学
生
が
３
ｇ

で
す
。
国
の
塩
分
目
標
値
は
、
小
学
1
・
2

年
生
が
2
ｇ
未
満
、
小
学
3
年
生
以
上
が

２
・
５
ｇ
未
満
、
中
学
生
が
3
ｇ
未
満
で
す
。

　

今
後
の
減
塩
の
目
標
の
進
め
方
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
次
長

　

学
校
給
食
の
減
塩
対
策
は
、
献
立

や
調
理
方
法
を
工
夫
し
、
塩
分
以
外
の
要
素

で
満
足
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
野
菜
や
海
藻
類
の
使
用
や
栄
養
教
諭
が

直
接
減
塩
指
導
を
し
て
い
ま
す
が
、
年
間

80
％
以
上
が
家
庭
の
食
事
で
あ
り
家
庭
で
の

減
塩
対
策
も
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

健
康
都
市
宣
言
を
し
て
、
市
民
全

体
で
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る

と
思
う
が
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
次
長

　

保
護
者

の
協
力
も
得
な
が

ら
、
学
校
で
適
切

に
基
準
範
囲
で
給

食
の
減
塩
が
で
き

る
よ
う
に
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

　これまでの一般質問の答弁では量水標がなく

てもよいと思われる答弁であるが、ないほうが

いいのか市長に伺う。

総務課長

　これまで、増水した河川に量水標を見に近づ

くこと自体が大変危険です、という答弁をいたしまし

た。量水標は国交省で運用しており、市に権限はあり

ません。

　操作要領が厳守されず量水標が設置していな

い。市として改善するような対応をしたのか市

長に伺う。　　

総務課長

　国土交通省では、操作要領にある量水標の文

言は変えずに、運用として機械式の水位計を使ってい

ます。

市長

　アナログ的な量水標ではなく、電波を発射し

て水位を測り１０分ごとにデータが送られてくるもの

で、霞ケ浦水系全体の水位を一元的に測っています。

　すごい豪雨のときに対岸にある量水標をはっきりと

見ることができるのかどうか。河川に近づいて落ちて

しまうということがないように、科学の力を利用し安

全性を確保するということですのでご理解いただきた

いと思います。

Ｑ２． 前川排水機場量水標について

Ｑ１
．  

学
校
給
食
に
つ
い
て

質問

質問

答

答

答

質
問

質
問

質
問 答答答

　

市
民
へ
の
普
通
救
命
講

習
の
対
応
計
画
と
市
職
員

の
普
通
救
命
講
習
受
講
比
率
に
つ

い
て
伺
う
。

総
務
課
長

　

市
民
の
方
に
は
防
災
訓

練
時
に
、
救
護
テ
ン
ト
内
で
の
救

命
講
習
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
市
職
員
は
現
在
全
職
員
が

受
講
し
て
い
ま
す
。

　

24
時
間
対
応
の
今
後
の

設
置
計
画
を
伺
う
。
ま
た

24
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
へ
の
設

置
を
提
案
す
る
が
市
長
の
考
え
を

伺
う
。

総
務
課
長

　

24
時
間
設
置
場
所
に
つ

い
て
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
ほ
う
も
視
野
に
入
れ
調
査
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

　

11
月
23
日
の
防
災
訓
練

の
結
果
、
ま
た
今
後
の
自

主
防
災
組
織
育
成
の
進
め
方
に
つ

い
て
伺
う
。

総
務
課
長

　

今
年
度
は
、
大
生
原
小

学
校
を
メ
ー
ン
会
場
に
実
施
し
市

内
全
体
で
３
３
９
０
名
の
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
。
区
長
、
民
生
委

員
、
児
童
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

消
防
団
、
消
防
署
、
潮
来
市
赤
十

字
奉
仕
団
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
さ
ら
に
は
航
空

自
衛
隊
や
陸
上
自
衛
隊
に
も
協
力

い
た
だ
き
各
種
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

は
、
防
災
訓
練
説
明
会
等
に
お
い

て
引
き
続
き
自
主
防
災
力
の
向
上

に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

災
害
対
策
基
本
法
の
一

部
改
正
に
よ
る
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
の
作
成
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

市
民
福
祉
課
長

　

潮
来
市
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
の
作
成
の
た
め
、
潮
来

市
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
計
画

の
素
案
を
現
在
作
成
し
て
お
り
、

今
年
度
中
の
作
成
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

Ｑ３
．
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）に
つ
い
て

Ｑ４
．
防
災
に
つ
い
て

答

答

答

答

質
問

質
問

質
問

質
問
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東
京
五
輪
開
催
決
定
な
ど
で
外

国
人
観
光
客
増
加
の
気
運
が
高
ま

る
。
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
促
進
な
ど
、

市
長
の
考
え
る
観
光
行
政
と
外
国
語
案
内

板
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
等
の
人
材
育

成
、
Ｗ
ｉ
●
Ｆ
ｉ
の
導
入
・
進
捗
状
況
を

伺
う
。

観
光
商
工
課
長

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
茨
城
国

体
な
ど
大
き
な
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
開
催
が

決
定
し
て
お
り
、
事
前
か
ら
合
宿
な
ど
を

含
め
る
と
、
多
く
の
選
手
、
観
客
が
訪
れ

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
外

国
人
旅
行
者
の
増
加
は
ま
す
ま
す
加
速
す

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
観
光
地
潮
来

と
し
て
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
活
動
を

行
う
た
め
に
広
報
資
材
の
作
成
作
業
、
通

信
環
境
の
整
備
、
受
け
入
れ
側
の
研
修
等

の
取
り
組
み
を
現
在
進
め
て
い
ま
す
。

　

案
内
板
等
の
広
報
資
材
も
、
英
語
表
記

な
ど
を
含
め
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
Ｗ
ｉ

‐
Ｆ
ｉ
に
つ
い
て
は
、
現
在
開
始
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

一
般
質
問

質問者　𠮷  川　  俊 議員

Ｑ３
．
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て

Ｑ１．日の出地区復興事業について Ｑ２．国民健康保険事業について

答

　東日本大震災から３年８カ月が経過。日の出

地区の復旧・復興について市長の現在の心境と

平成２６年１１月２３日付け液状化対策の新聞報道の

「潮来市でも調査段階の地区がある」としているが、

その内容を伺う。

建設部長

　被災された多くの市民の皆様が一日でも早く

震災前の状態に戻り、安心安全な生活を送っていただ

きたいとの強い願いのもとに精いっぱい努力しており

ます。市民の皆様、工事関係者の皆様方には、大変な

ご協力とご支援をいただき、改めてお礼申し上げま

す。

　日の出地区が見事に復興をなし遂げたと住民の皆様

に喜ばれ、全国にも誇れるまちとすることが私どもの

使命と考えております。

　附帯決議のついた潮来市国保会計予算。財政

健全化計画の策定状況、平成１９年度以降の税

率の経過と鹿行他市の税率引き上げの推移と国保税率

についての市長の考えと今後の対応を伺う。

保険年金課長

　財政健全化計画の策定状況は、11月27日に国

民健康保険運営協議会を開催しまして、計画案を審議

いただき、本計画の承認を得ています。

　税率の経過については、平成15年度に見直して以

来、高所得者の課税限度額の引き上げ以外は実施して

いません。鹿行他市の税率引き上げの推移について

は、鉾田市、神栖市が平成20年度に実施しています。

鹿嶋市が平成24年度、行方市は平成26年度に実施して

います。

　国保制度がそもそも構造的な問題を抱えており、安

易な国保税率の引き上げとならないようにさまざまな

取り組みを行っていくことが重要です。今後について

は、財政健全計画と国民健康保険運営協議会のご意見

等に基づき、被保険者の現状や国保制度の改正など、

国の動向を注視しながら検討してまいります。

質問 質問

答

答

質
問

　

デ
ン
グ
熱
の
予
防
、
局
地
的
な

集
中
豪
雨
な
ど
防
災
対
策
と
し

て
、
道
路
側
溝
の
詰
ま
り
を
早
期
に
改
善

す
べ
き
。
苦
情
・
要
望
等
の
実
態
と
市
長

の
出
来
る
解
消
策
を
伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

側
溝
の
清
掃
に
つ
い
て
は
、
区

長
さ
ん
か
ら
の
要

望
に
つ
い
て
は
、

全
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
区
長
さ
ん

を
先
頭
に
地
区
の

方
々
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
市
民

協
働
に
よ
る
清
掃
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ふ
た
開
け
等
の
重
い
物
を
持
ち
上

げ
る
作
業
に
つ
い
て
は
、
市
の
職
員
が
実

施
し
て
い
く
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

答 Ｑ４
．
道
路
側
溝
詰
ま
り
の
解
消
に
つ
い
て

質
問

そ
の
他
の
質
問

　

◎
財
政
構
造
の
推
移
に
つ
い
て

　

◎
高
齢
者
運
転
免
許
返
納
へ
の
支
援
策

に
つ
い
て

　

◎
公
共
施
設
相
互
利
用
に
つ
い
て

　

◎
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
に
つ
い
て

　

◎
通
年
型
観
光
事
業
に
つ
い
て

－

－
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編
集
後
記

編
集
後
記

　

市
民
の
皆
様
に
は
お
健
や
か
に
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
は
議
会
と
市
民
の
皆

様
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
で
す
。
議
会
で
何

が
議
論
さ
れ
て
い
る
の
か
を
正
確
に
伝

え
、
市
民
の
皆
様
の
願
い
を
市
政
に
届

け
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
も
っ
と
面
白
く
、

も
っ
と
た
め
に
な
る
紙
面
に
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
よ
う
な
「
議

会
だ
よ
り
」
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
私

ど
も
の
願
い
で
す
。

　

私
ど
も
議
会
議
員
の
任
期
も
残
り
一

年
と
な
り
ま
し
た
が
、「
議
会
だ
よ
り
」

の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
創
意
工
夫
を

心
が
け
、
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
わ
か
り

や
す
い
広
報
を
目
指
し
て
、
最
後
ま
で

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
ご

感
想
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ば
お
寄
せ
下

さ
い
。　

　

本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て

幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。　　
　
　

  

（
橋
本
き
く
い
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委 

員 

長　
　

村
山　

正
光

　

副
委
員
長　
　

後
藤　

博
子

　

委　
　

員　
　

内
田　

正
一

　
　
　
　
　
　
　

橋
本
き
く
い

　
　
　
　
　
　
　

𠮷
川　
　

俊

　
　
　
　
　
　
　

藤
崎　

忠
徳

議会傍聴へお越しください議会傍聴へお越しください
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次回定例会は次回定例会は
３月10日（火）　開会予定です３月10日（火）　開会予定です

　本会議の様子をイン
ターネットでご覧いただ
けます（生放送・録画
放送）。
　潮来市議会ホーム
ページからご覧ください。

議会インターネット議会インターネット
放送を実施しています放送を実施しています

議　員　退　職
沼里真一郎議員が昨年の
茨城県議会議員選挙に立
候補したため、平成26年
12月５日付で市議会議員
を退職となりました。
（在職期間７年10 ヵ月）

議長杯グラウンドゴルフ大会議長杯グラウンドゴルフ大会 （12月３日・かすみの郷運動公園）

平成27年２月８日（日）は
潮来市長選挙及び潮来市議会議員補欠選挙の投票日です

任期満了に伴う市長選挙と併せて、市議会議員の補欠選挙が行われます。
市民の皆様にとっていちばん身近な選挙であり、「市民の代表者」を選ぶ大切な選挙です。
貴重な一票を市政に反映させるため，必ず投票しましょう

◎投票日時　　平成27年2月8日(日)午前7時～午後6時
　　　　　　　※告示日　2月1日(日)
※期日前投票　
○投 票 期 間　平成27年2月2日（月）から2月7日（土）まで
○場所／時間
　　潮来市役所本庁舎１階　午前８時30分から午後８時
　　かすみ保健福祉センター　午前８時30分から午後５時

　市　内　投　票　所

潮来投票所 潮来小学校体育館

日の出投票所 中 央 公 民 館

津知投票所 潮来保健センター

延方投票所 延方小学校体育館

大生原投票所 大生原小学校体育館

牛堀投票所 牛 堀 公 民 館

八代投票所 かすみ保健福祉センター

優　勝　今泉　孝 さん （中・古高）
準優勝　松本キヌエ さん（左・徳島）
三　位　榊原 富雄 さん（右・将監）


